
『
宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
問
題
連

絡
会
』
第
２
回
総
会
と
講
演
会
が
、

６
日
、
市
内
で
開
か
れ
、
会
場
い
っ

ぱ
い
の
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。同

会
は
、
宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ

導
入
計
画
や
宇
都
宮
市
に
ふ
さ
わ

し
い
公
共
交
通
に
つ
い
て
考
え
る

と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に
あ
た
っ

て
は
、
行
政
に
「
住
民
の
意
思
」

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
、
２
０
１
６
年
５
月
28
日
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
政
史
上
初
の
住
民
投

票
を
求
め
る
直
接
請
求
署
名
を
三

万
票
以
上
収
集
し
た
「
民
意
な
き

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
阻
止
す
る
会
」
を
発
展

さ
せ
て
結
成
さ
れ
、
多
く
の
困
難

を
抱
え
な
が
ら
も
、
前
進
を
続
け
、

市
に
住
民
の
意
思
を
伝
え
続
け
て

き

ま

し
た
。

設
立
後
の
主
な
活
動
で
は
平
石

地
区
の
地
権
者
と
の
協
議
、
国
交

省
運
輸
審
議
会
公
聴
会
で
の
意
見

公
述
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
計
画
の
問
題

点
を
市
民
に
直
接
訴
え
る
市
内
大

行
進
、
国
交
省
要
請
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
11
月
20
日
投
票
の
宇
都
宮

市
長
選
挙
に
お
い
て
は
、
同
会
は
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
反
対
候
補
者
へ
の
強
力
な

支
援
活
動
を
行
い
、
そ
の
結
果
Ｌ

Ｒ
Ｔ
推
進
の
現
市
長
に
６
０
０
０

票
差
に
迫
る
大
健
闘
に
貢
献
し
ま

し
た
。
し
か
も
、
複
数
の
報
道
機

関
に
よ
る
出
口
調
査
で
、
投
票
者

の
過
半
数
以
上
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
反
対
の

市
民
の
意
思
を
確
認
す
る
結
果
に

も
な
り
ま
し
た
。

市
長
選
後
も
、
対
市
公
開
質
問

状
提
出
や
意
見
交
換
会
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ

連
絡
会
報
の
発
行
・
配
布
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
沿
線
の
地
権
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や

民
意
確
認
の
た
め
の
「
シ
ー
ル
投

票
」
な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

総
会
は
、
こ
れ
ら
の
実
績
を
踏

ま
え
、
幅
広
い
市
民
・
有
権
者
・

関
係
団
体
・
議
員
と
の
大
同
団
結

を
図
り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
計
画
沿
線

住
民
、
及
び
地
権
者
と
の
連
携
を

強
化
し
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
の
白
紙
撤

回
（
阻
止
）
へ
の
運
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し

た
。総

会
で
は
、
民
進
党
・
共
産
党
・

社
民
党
・
緑
の
党
・
新
社
会
党
の

代
表
が
連
帯
挨
拶
。

日
本
共
産
党
の
野
村
せ
つ
子
県

議
、
荒
川
つ
ね
お
・
福
田
く
み
子

両
市
議
も
出
席
し
ま
し
た
。

第
２
部
の
講
演
会
で
は
、
同
連
絡

会
共
同
代
表
の
須
藤
博
弁
護
士
が

「
宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構

想
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
構
想
）
」
と
題
し
て
、

宇
都
宮
市
の
計
画
に
つ
い
て
詳
し

く
分
析
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
計
画
の
問

題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
構
想
に
つ
い
て

「
宇
都
宮
市
の
将
来
の
課
題
解
決

に
は
有
効
と
は
い
え
ず
、
都
市
機

能
の
集
積
・
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
費
の
増

大
な
ど
、
二
大
公
共
事
業
の
オ
ン

パ
レ
ー
ド
に
な
り
、
財
政
的
に
立

ち
行
か
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
」
と
総
括
し
ま
し
た
。
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Ｌ
Ｒ
Ｔ
反
対

多
彩
な
活
動
で

須
藤
博共

同
代
表
が
講
演

Ｌ
Ｒ
Ｔ
問
題
連
絡
会
で
は
総
会
に

先
立
つ
８
月
２
日
、
「
沿
線
地
権
者

ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
「
シ
ー
ル
投
票
」

結
果
等
に
つ
い
て
、
記
者
会
見
を
行

い
報
告
し
ま
し
た
。

「
地
権
者
・
沿
線
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
は
、
同
会
地
権
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
班
が
、
Ｊ
Ｒ
駅
東
口
か
ら
下
平

出
地
区
ま
で
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
ル
ー
ト
沿
線

の
３
０
４
件
の
お
宅
を
戸
別
訪
問
し

て
行
っ
た
地
権
者
等
の
意
向
調
査
で

す
。
調
査
班
は
５
班
に
分
か
れ
て
地

権
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
用
紙
を
配
布

し
、
後
日
「
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
用
紙
」

返
送
し
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
た

も
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
調
査
班
の
予
想
を
上

回
る
52
件
の
回
答
が
あ
り
、
し
か
も
、

多
く
の
地
権
者
が
「
自
由
意
見
」
を

記
載
し
、
リ
ア
ル
な
生
の
声
を
寄
せ

て
く
れ
た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

同
連
絡
会
で
は
「
地
権
者
や
沿
線

住
民
の
切
実
な
声
に
真
摯
に
向
き
合

え
ば
、
宇
都
宮
市
の
こ
れ
ま
で
の

『
説
明
会
』
を
も
っ
て
、
工
事
着
工

の
お
墨
付
き
を
得
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
は
ず
。
宇
都
宮
市
は
地
権
者
等

沿
線
住
民
の
ご
意
向
を
正
し
く
汲
み

取
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
」
と
し

て
い
ま
す
。

同
連
絡
会
で
は
、
一
方
で
シ
ー

ル
投
票
「
賛
成
？
反
対
？
シ
ー
ル
で

知
ー
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
！
」
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
宇
都
宮
民
報
５
月
14
日
付
で

初
回
の
状
況
を
報
道
し
ま
し
た
が
、

７
月
16
日
に
第
５
回
目
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
反
対
の
意
思
を
表

明
し
た
方
は
70
％
超
と
な
り
、
そ
の

傾
向
は
３
カ
月
持
続
し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

須
藤
律
子
同
会
共
同
代
表
は
、

「
回
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
Ｌ
Ｒ

Ｔ
強
行
へ
の
市
民
の
怒
り
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
る
。
民
意
を
無
視
し
た
Ｌ

Ｒ
Ｔ
事
業
に
未
来
は
あ
る
の
か
！
と

市
長
さ
ん
に
よ
び
か
け
ま
す
！
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

工
事
着
工
の
お
墨
付

得
て
い
な
い

Ｌ
Ｒ
Ｔ
反
対

70
％
超

そ
の
傾
向
３
ヵ
月
持
続

反対５７８

わからない
１１３

賛成
１２１

８１２人

５回集計値

『ＬＲＴ問題連絡会』第2回総会・講演会

８
・２
Ｌ
Ｒ
Ｔ
問
題
連
絡
会

記
者
会
見

ガンバロウ！！で出席者一同心ひとつに
左2人目から野村・荒川・福田久 各氏

民
意
尊
重

貫
い
て



１
９
４
５
年
８
月
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
広

島
（
６
日
）
、
長
崎
（
９
日
）
に
人
類
史

上
初
め
て
原
子
爆
弾
を
投
下
し
て
72
年
目

の
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
宇
都
宮
原
水

爆
禁
止
協
議
会
で
は
８
月
６
日
、
定
例
の

６
・
９
行
動
を
東
武
宇
都
宮
駅
北
口
で
行

い
ま
し
た
。

今
月
の
６
・
９
行
動
は
宮
ま
つ
り
の
開

日
と
重
な
り
多
く
の
人
が
行
き
か
う
中
、

あ
る
主
婦
は
「
今
朝
の
平
和
記
念
式
典
見

た
よ
。
小
学
生
が
立
派
な
態
度
で
平
和
へ

の
誓
い
を
行
っ
た
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
安

倍
首
相
の
言
動
は
情
け
な
い
限
り
だ
」
と

署
名
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

松
井
一
実
広
島

市
長
は
「
平
和
宣

言
」
で
国
連
で
採

択
さ
れ
た
核
兵
器

禁
止
条
約
を
評
価
。

日
本
政
府
に
対
し

て
「
核
兵
器
禁
止

条
約
の
締
結
促
進
」

に
取
り
組
む
よ
う

求
め
ま
し
た
。

残
酷
な
核
兵
器

の
禁
止
が
世
界
の

規
範
と
な
っ
た
こ

と
は
被
爆
地
の
長

年
の
願
い
で
し
た
。
被
爆
72
年
の
今
年
の

夏
は
、
核
な
き
世
界
へ
の
転
機
の
夏
で
す
。

宇
都
宮
原
水
協
の
メ
ン
バ
ー
の
市
民
へ

の
訴
え
に
も
あ
ら
た
な
ス
タ
ー
ト
に
力
が

こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

新
日
本
婦
人
の
会
宇
都
宮
支
部
も
前
日

６
・
９
行
動
に
取
り
組
み
、
熱
い
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
世
界
大
会
に
連
帯
し
ま

し
た
。

日本共産党宇都宮市議員団
定 例 無 料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 ９月９日（土）

◇会 場 宇都宮市総合コミュニティセンター

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）

土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）
相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。

※８月の相談会はお休みします。

日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
委
員
会
は
、

５
日
宮
ま
つ
り
で
に
ぎ
わ
う
中
、
青
木

弘
国
政
対
策
委
員
長(

栃
木
１
区
予
定

候

補)

を

先

頭
に
、
宮
の

橋
の
上
で
宣

伝
を
行
い
ま

し
た
。

「
ま
も
ろ

う
憲
法
９
条
」
と
い
う
ブ
ル
ー
の
横
断

幕
を
広
げ
、
訴
え
を
お
こ
な
う
と
、
宮

ま
つ
り
に
向
か
う
浴
衣
姿
の
人
々
も
足

を
止
め
て
チ
ラ
シ
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

青
木
弘
国
政
対
策
委
員
長
は
「
内
閣

改
造
が
行
わ
れ
た
が
、
安
倍
政
権
の
森

友
・
加
計
学
園
の
疑
惑
も
自
衛
隊
の
日

報
問
題
も
疑
惑
が
解
明
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
く
、
『
疑
惑
隠
し
内
閣
』
と
言
わ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
安
倍

政
権
の
退
陣
を
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
福
田
く
み
子
市
議
も
マ
イ
ク

を
握
り
、
「
日
本
共
産
党
は
、
今
年
で

創
立
９
５
年
に
な
り
ま
す
。
一
貫
し
て

守

り

続

け

て

き

た

反

戦

平

和

の

旗

を

今

こ

そ

生

か

し

た

い

。

国

連
会
議
で
の
核
兵
器
禁
止
の
条
約
採
択

は
、
歴
史
的
第
一
歩
で
す
。
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
そ
し
て
フ
ク
シ
マ
を
絶
対
忘

れ
る
こ
と
な
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
参
加
し
た
、
後
援
会

の
み
な
さ
ん
も
次
々
に
マ
イ
ク
を
握
り

ま
し
た
。

浴
衣
姿
の
、
男
性
は
わ
ざ
わ
ざ
足
を

止
め
チ
ラ
シ
を
受
け
取
り
、
「
安
倍
さ

ん
は
い
く
ら
な
ん
で
も
や
り
す
ぎ
。
僕

は
共
産
主
義
者
で
は
な
い
け
ど
、
共
産

党
に
頑
張
っ
て
も
ら
う
し
か
な
い
」
と

激
励
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
中
高
生
も
、

若
者
向
け
の
パ
ン
フ
を
受
け
取
り
、

「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け

て
い
き
ま
し
た
。

約
１
時
間
の
行
動
で
、
用
意
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
す
べ
て
配
布
す
る
こ
と

が
で
き
共
産
党
へ
の
期
待
の
高
ま
り
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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午後２～４時

平和願う 夏の行動、熱く・・・

「疑惑隠し内閣」はいらない」

核廃絶の願い 宇都宮から

宇
都
宮
市
委
員
会
が

大きな横断幕でアピール

通行人に訴える
青木弘国政対策

委員長

宮まつりに向かう
法被姿の親子にチ
ラシを渡すＳさん


